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3月11日に発生した東日本大震災で，人々はさまざまな体験をし，さまざまなことを
学んだ。わけても，文明の無力さと文化の奥深さを痛切に思い知らされた。それを象徴す
るのが，次の対照的な事例である。
三陸海岸に面する宮古市田老地区は，古来，何度も津波の被害に遭っている。その結果，
25年の歳月を費やし，長さ2.7キロ，高さ10.65メートルという巨大な防潮堤を築いた。
ところが，今回は37.9メートルの津波が押し寄せ，それを安々と乗り越えたのである。
大船渡市では29.6メートルの津波が襲来し，射流は50キロに及んだ。もちろん，全ての
堤防が無力だったわけでもない。岩手県普代村では，高さ15.5メートルの堤防が村民を
守った。1名の不明者を出すにとどまり，死者はゼロであったという。
今回の津波の高さは「想定外」であったという発言が目立った。そこには，津波に代表
される自然と対峙し，人間の知力と技術とで自然を征服できるという発想が潜んでいる。
自然は人間の想定そのものを拒否する。文明はすでにオゾン層を破壊している。さらに，
今回は，自ら発明した原発が大量の放射性物質を流出させようとしている。放射能は人間
のいかなる知恵をもっても消すことはできない。自然の破壊だけでなく，人間の生命その
ものをも脅かそうとしているのである。自然に対し，文明は無力であるうえに，有害でも
ある。このように，文明は，とどまることなく暴走する。
一方，重茂半島東端の姉吉地区では，先人の知恵が住民を救った。同地区は1896年と
1933年の2度三陸大津波に襲われ，生存者はそれぞれ2人と4人であったという。そこ
で，住民が海抜60メートルの場所に，「高き住居は児孫の和楽 想へ惨禍の大津浪 此処
より下に家を建てるな」という石碑を建て，今日まで，頑なにその戒めを守ってきた。そ
の結果，今回，全ての家屋が被害を免れたという。毎日毎日，800メートルもの坂道を上
り下りする生活は，どんなにか苛酷で辛いものであったろう。海岸近くの便利な生活に，
いくたびも憧れたことだろう。しかし，住民は，愚直なまでに，先人の戒めを守ったので
ある。そこには，自然と対決するという姿勢は全くなく，自然を畏怖し，山の神海の神
の赦しを得て，我々は生きているのだという謙虚な態度が見られる。これこそが文化であ
り，人間の叡智である。文化とは，健全な五感に立ち戻り，暴走する文明に対し，ちょっ
と待てよ，と歯止めをかけることではないだろうか。
このたびの大震災に関し，さまざまな論調が見られた。「文明に対する大自然の挑戦と
日本人はいかに戦い，克服していったかを世界に見せる時だ」とか「いまわれわれに求め
られているのは，想定外の自然の恐怖を超克する思想である」とか「戦時下」を思わせる
発言が目立った。その中で，「揺らぐ大地に生きていく宿命を考えるなら，巨大で複雑な
システムを構築して喜ぶより，もっと小さいシステム，身の丈に近い寸法を価値として生
きる道を探るしかありません」という芥川喜好氏の提言に共感を覚えた。
今回，我々は，幸いにも偶然に災禍を免れ，こうして教育活動研究生活を続けている。
「存命の喜び，日々に楽しまざらんや」である。 （山田 潔）
